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⾼速フォトクロミック分⼦の⼆光⼦フォトクロミズム

多光⼦吸収過程による⾚⾊―近⾚外光増感フォトクロミズム
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⾼性能多機能フォトクロミック分⼦の開発
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⾼速フォトクロミック分⼦のエレクトロクロミズム
J. Phys. Chem. A 2019, 123, 1945.

フォトクロミズムは、⼆つ以上の異性体が光の作⽤で可逆的に変換される現象であり、光の照射前後で吸収スペクトルが変化する。われわれは、⾼速光応答を⽰す架
橋型イミダゾール⼆量体やフェノキシル―イミダゾリルラジカル複合体、⾼性能ナフトピラン誘導体、可視光照射により消⾊する逆フォトクロミック分⼦などを開発
してきた。これらの分⼦は、戻り反応速度をサブマイクロ秒から秒の時間領域で調節が可能となり、これまでに⾼速応答型調光レンズ、実時間ダイナミックホログラ
フィー、⾼速蛍光スイッチングなど従来のフォトクロミック分⼦では実現することが困難であった世界を先導するフォトクロミック技術を開発した。

2018年度〜2022年度 科研費基盤研究（S）「インコヒーレント⾮線形光スイッチ分⼦の学術基盤創⽣」
2014年度〜2018年度 科研費新学術領域研究・⾼次複合光応答（計画班）「⾼速フォトクロミズムを基盤とする実働分⼦マシン開発」
2010年度〜2013年度 科研費基盤研究（A）「キラル⾼速フォトクロミック分⼦による⾰新的⾼速光スイッチング」
2010年度〜2015年度 JST戦略的創造研究推進事業CREST（研究代表者）「⾼速フォトクロミック分⼦の⾼性能化と新機能創成」
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